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 目的：近年、高齢者のライフスタイルの変化は著しい。定年退職後も、完全に仕事を
辞めず、段階的に就労を縮小する人々が増え、その様相は、「緩やかな退職（ソフトラ
ンディング）」と言われる。定年退職に始まる、成人期から高齢期への移行期における
経験を、退職者本人の視点から理解することを目的に本研究を実施した。  
方法： 63～78 歳の女性４名、男性 8 名の退職者を対象に、半構造的インタビューを
個別に施行し、生活史、仕事経験、退職前と後の日常生活について話してもらった。イ
ンタビューの所要時間は、参加者により異なり、計 3 時間から 12 時間にわたった。イ
ンタビューは録音し、逐語禄を作成し、ナラティブ分析を行った。インタビューの内容
は本人に確認した。ピアレビューを行った。本研究の研究計画書は聖隷クリストファー
大学の倫理委員会の審査を通過した。  
 結果：①12 名中 10 名が定年退職を経験し、定年退職後も職場を変わりながら、（橋
渡しの仕事 Bridging Job）就労についていた。②定年退職前と後では、仕事の意味、
職場での役割が変化していた。仕事中心に毎日の生活を送っていた定年前より、就労時
間、責任、ストレスが減少し、以前に気づかなかった仕事上の楽しみを経験していた。
一方で、「現役を離れた」生活の充足感のなさを経験している退職者もいた。定年後の
職場では、就労経験で獲得したスキルを生かし、職場仲間に対して教育、指導的役割を
取ることが多かった。③退職後の日常生活の作業も変化していた。忙しい生活から、ゆっ
くりした生活へ変化した。やりたかった活動を楽しむ自由時間を見つけていた。一方、
④自己選択を越えた出来事が起こり、新しい適応に挑戦していた。孫を含む成人した子
供家族の世話、親の世話、自分の身体の衰えに対応していた。 
考察：退職後の生活は一種のモラトリアムと考えられる。退職後の仕事（ Bridging 
job）では、ストレスと責任から解放され、それまで経験できなかった仕事上の楽しさ
もあったが、退職者は長年の仕事を通して作り上げた緊張感のある充実感を感じられ
ず、アイデンティティーの危機を迎えていた。成人期から高齢期への移行過程の入り口
で、退職者は生活の中心が就労から離れた状況で、新しい生活の構築に挑戦していた。
新しい生活のために、エネルギーと時間をつぎこみ、充実感の得られる作業を求めて、
以前と同じ趣味や役割に、異なる意味を見出している人々もいる一方で、新しく趣味、
スポーツ、地域の仕事、ボランティア、家庭内の仕事の中から「新しくすることを探し」、
喜びだけでなく、自主的に「新しい一歩を踏み出す」不安と困難さを経験する人もあっ
た。家族状況や身体の変化に適応するための、孫や老親の世話、健康管理目的の作業も
新しい生活に組み込まれていることが理解された。  
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